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令和3年3月定例会は、2月24日から3月26日までの31日間開催されました。市長から提案された議案は、令和3年度
予算9件、令和3年度補正予算1件、令和2年度補正予算5件、条例16件、その他8件の39議案。議会提案の新型コロナ
ウイルスワクチン接種及び経済復興等に係る意見書と合わせ40件を審議し、いずれも原案のとおり承認・可決しました。

● ITを活用した心が通う便利で豊かな田舎暮らしの実現に向けた令和３年度当初予算を可決
● 新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費を含む令和２年度補正予算を可決

　● 新型コロナウイルス感染症対策事業継続一時支援金給付事業費を含む令和３年度補正予算を可決
● 特別委員会提案による「新型コロナウイルスワクチン接種及び経済復興等に係る意見書」を可決

令和3年年令令和和33年年
月月定定例例会会会会会月月月月定定定定例例例例会会会会
あらましししししししあああああああらららららららまままままままししししししし

令和3年
3月定例会
のあらまし
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令和３年度当初予算661億298万円

ITを活用した心が通う便利で豊かな田舎暮らしの実現
～３つのまちづくり戦略～

令和３年度当初予算661億298万円

ITを活用した心が通う便利で豊かな田舎暮らしの実現
～３つのまちづくり戦略～

提案された主な施策など

多世代交流施設「まなびあむ」

　豊かな自然、歴史・文化、特色ある教育、充実した子育て環境などの地域
資源を最大限に生かし、心の豊かさが享受できるまちづくりを推し進めるもの。
　これまでの取り組みで培ったまちの魅力を高め、移住定住のさらなる促進
を進めるもの。医療的ケアが必要な子どもと家族が安心して暮らせるための
施策を総合的かつ効果的に推進するもの。乳幼児教育では、安定した質の高
い保育サービスに向け、ニーズの高い３歳未満児の受け入れ体制確保に向け
た新たな取り組みを推進するもの。多世代交流施設「まなびあむ」を中心に
多様な世代の方々が相互に地域を支え合い、市民の学びに活用することでま
ちへの誇りの醸成につなげるもの。

1心豊かに暮らせるまちづくり

大手ポンプ場の建設現場

人口減少や少子高齢化、また局地化・複雑化する危機事象への対応など

社会課題に柔軟に対応し、将来を見据え、効率的で利便性の高い安心安全

な都市基盤づくりや福祉の充実を図るもの。

　市街地の浸水対策では、引き続き、京都府と連携を図りながら高野川や

伊佐津川の河川整備の早期完成、東市街地の雨水管理総合計画を踏まえた

基本設計等を進めるもの。

2安心のまちづくり

舞鶴赤れんがパーク

　本市最大の地域資源である「海・港」を生かした産業の振興や、赤れんが
パーク周辺一帯を一大交流拠点として整備する事業をはじめ、地域経済の安
定・活性化を図るもの。
　「ビヨンド・コロナ社会」を見据えた社会変化に対応する新規事業や地域
課題解決につながる新たな事業を展開する事業者を支援するもの。舞鶴鎮守
府開庁120年の節目を契機とし、日本遺産に認定された本市の近代化の歴
史ストーリーと文化財を生かした取り組みを進めるもの。地域経済の活性化
や「便利な田舎暮らし」を実現する上で重要な役割を果たす道路ネットワー
クの整備促進を進めるもの。

3活力あるまちづくり

2令和3年5月2日



一般会計予算

特別会計予算まちづくりに係る主な事業

会  計  区  分

国民健康保険事業会計

貯木事業会計

駐車場事業会計

介護保険事業会計

後期高齢者医療事業会計

公営企業会計

単位：百万円

●心豊かに暮らせるまちづくり
（継続) 舞鶴市ＳＤＧｓ未来都市推進事業費

77億1460万円

210万円

8239万円

89億520万円

88億9880万円

640万円

13億8235万円

121億6908万円

33億3980万円

77億6960万円

10億5968万円

302億5572万円

3843万円

（新規) 多世代交流施設「まなびあむ」 3845万円

（拡大) 幼保連携型認定こども園への移行 14億416万円

（新規)
GIGAスクール構想
学習系ネットワーク管理経費（小学校・中学校）

9009万円

（拡大) まち・ひと・しごと創生総合戦略推進事業費 781万円

（拡大) ごみ処理手数料見直し関連事業 2億9625万円

78億8397万円

104万円

7312万円

84億6079万円

84億5462万円

617万円

14億285万円

115億3412万円

35億1370万円

69億5050万円

10億6992万円

293億5589万円

－2.1%

101.9%

12.7%

5.3%

5.3%

3.7%

－1.5%

5.5%

－4.9%

11.8%

－1.0%

3.1%

保険事業勘定

介護サービス事業勘定

水道事業会計     

下水道事業会計

病院事業会計 

合　　　計

3年度 2年度 伸び率

●安心のまちづくり

（継続) 地方創生拠点整備事業の推進 6億1377万円

（拡大)
雨水処理事業費
（西地区・東地区浸水対策事業）

10億1500万円

（新規)
京都府中・北部地域消防指令センター
整備事業費

570万円

●活力あるまちづくり

（新規)
未来にはばたけ！頑張る事業者応援
プロジェクト事業費

2350万円

（継続)
主要幹線等市道整備の推進
（幹線道路整備事業費・地域間連絡道路整備事業費）

4億5326万円

（拡大)
持続可能な農業経営に向け
「ほ場整備（区画整理）」を推進

3180万円

（新規)
公共施設再生可能エネルギー利活用
調査事業費

7000万円

歳　出
35,847

歳　入
35,847

自
主
財
源財

依
存

源

市税
11,294（31.5%）

自主財源
14,135
（39.4%）

依存財源
21,712
（60.6%）

繰入金
946（2.6%）

諸収入
905（2.5%）

その他
990（2.8%）

国庫支出金
6,290（17.6%）

地方交付税
5,640（15.7%）

市債（借金）
4,208（11.7%）

民生費
12,435（34.7%）

衛生費
4,765（13.3%）総務費

4,759（13.3%）

公債費

3,782（10.6%）

教育費
3,010（8.4%）

消防費
1,377（3.8%）

議会費
315（0.9%）

労働費他
59（0.1%）

商工費
927（2.6%）

農林水産業費
835（2.3%）

土木費
3,583（10.0%）

府支出金
3,002（8.4%）

その他
2,572（7.2%）

（借金返済）
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質
問　

ワ
ク
チ
ン
接
種

は
、
各
自
治
体
に
お
い
て

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

舞
鶴
市
は
、
基
礎
疾
患
が

あ
る
方
に
対
し
て
、
ど
の

よ
う
に
接
種
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
を
問
う
。

答
弁

本
市
で
は
、
集

団
接
種
を
基
本
と
し
、
一

人
２
回
の
接
種
を
予
定
し

て
い
る
。
会
場
は
、
文
化

公
園
体
育
館
、
東
体
育
館

を
主
と
し
、
感
染
に
よ
り

重
症
化
の
恐
れ
が
あ
る
方

に
は
特
に
接
種
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
、
心
臓
病
、

腎
臓
病
な
ど
、
基
礎
疾
患

を
持
つ
方
に
は
、
か
か
り

つ
け
の
医
師
に
接
種
可
能

か
ど
う
か
の
確
認
を
お
願

い
す
る
。

質
問　

東
地
区
住
民
は
、

長
年
浸
水
被
害
に
悩
ま
さ

れ
て
き
た
が
、
今
回
、
令

和
５
年
度
か
ら
の
工
事
着

手
に
向
け
取
り
組
む
と
、

非
常
に
心
強
い
表
明
を
い

た
だ
き
感
謝
す
る
。
改
め

て
今
後
の
計
画
内
容
に
つ

い
て
問
う
。

答
弁

今
年
度
、「
雨
水

管
理
総
合
計
画
」
を
策
定

し
、
志
楽
川
、
堀
川
、
祖

母
谷
川
、
与
保
呂
川
、
寺

川
等
の
流
域
の
９
排
水
区

を
重
点
対
策
地
区
と
定
め
、

令
和
５
年
度
の
工
事
着
工

を
目
指
す
。

小 杉 悦 子
日本共産党議員団

新
型
コ
ロ
ナ
検
査
・

診
療
体
制
の
情
報
公
開
を

発
熱
外
来
の
公
表
を

診
療
所
の
理
解
で
目
指
す

質
問
「
き
ょ
う
と
新

型
コ
ロ
ナ
医
療
相
談
セ
ン

タ
ー
の
電
話
が
通
じ
な

い
」
や
「
３
度
目
の
医
療

機
関
で
や
っ
と
検
査
を
受

け
ら
れ
た
」
と
い
っ
た
市

民
の
話
を
聞
く
。
発
熱
時

の
検
査
・
診
療
体
制
の
情

報
公
開
に
つ
い
て
の
考
え

は
ど
う
か
。

答
弁

昨
年
11
月
か
ら

相
談
し
や
す
い
体
制
の
構

築
や
、
複
数
の
診
療
所
が

積
極
的
に
発
熱
外
来
を
開

設
、
検
査
を
実
施
し
、
一

部
で
は
公
表
さ
れ
て
い
る
。

診
療
所
の
先
生
の
理
解
が

得
ら
れ
た
ら
、
市
と
し
て

発
熱
外
来
の
公
表
を
し
て

い
き
た
い
。
京
都
府
に
も

踏
み
込
ん
だ
情
報
の
公
開

を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

大
飯
原
発
に
係

る
大
阪
地
裁
判
決
は
、
原

子
力
規
制
委
員
会
が
定
め

て
い
る
内
容
を
満
た
し
て

い
な
い
と
断
罪
し
た
。
関

西
電
力
や
原
子
力
規
制
庁

に
、
基
準
地
震
動
の
再
確

認
を
す
べ
き
と
考
え
る
が

市
の
見
解
は
ど
う
か
。

答
弁

国
は
「
地
震
学
、

地
震
工
学
的
見
地
に
基
づ

き
適
切
に
策
定
さ
れ
て
い

る
と
判
断
し
て
お
り
審
査

に
過
誤
、
欠
落
は
な
い
」

と
し
て
控
訴
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
推
移
を
見
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

代
表
質
問

代
表
質
問

QA

※質問事項のうち各議員が記述の主な質問・答弁の要旨以外の事項は、ホームページをご覧ください。
※代表質問については、質問項目を一括して質問した後、一括して答弁を求める方式のみとなっています。

令和3年 舞鶴市議会3月定例会代表質問 令和3年3月8日

順番

1

公明党議員団
上羽　和幸

創政クラブ議員団
谷川　眞司

日本共産党議員団
小杉　悦子

新政クラブ議員団
野瀬　貴則

１  市政運営について

３  文化のまちづくりについて

５  京都舞鶴港の振興について

１  新型コロナウイルス感染症予防策と本市の役割について

３  どの子にも行き届いた教育を実現するため、少人数学級を進めることについて

１  予算編成方針について

３  高浜発電所１、２号機の再稼働について

１  新型コロナウイルス感染症対策について

３  京都舞鶴港について

５  デジタル改革について

２  新型コロナウイルス感染症対策について

４  安心のまちづくりについて

６  多様な性を認め合える社会の実現について

２  関西電力高浜原発１・２号機の再稼働に対する姿勢について

２  新型コロナウイルス感染症対策について

４  2030年の舞鶴について

２  財源の確保と財政見通しについて

４  教育と子育て環境について

2

3

4

会派名及び氏名 質問事項

谷 川 眞 司
創政クラブ議員団

基
礎
疾
患
が
あ
る
方
へ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
は

か
か
り
つ
け
医
師
に

確
認
を

代
表
質
問

代
表
質
問

QA

高潮で冠水した富士通り

発熱時受診しやすい医療体制を

東
地
区
の

浸
水
対
策
を
問
う

令
和
５
年
度
よ
り

工
事
着
手

QQAA

原
発
基
準
地
震
動
の

再
確
認
を

今
後
の
推
移
を

見
て
い
き
た
い

QQAA

4令和3年5月2日

令和3年3月8日

4令和3年5月2日

代表質問令和3年3月8日に本会議を開き、4人が代表質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



上 羽 和 幸
公明党議員団

臨
時
交
付
金
の
活
用
で

生
活
困
窮
者
の
支
援
を

相
談
者
に
丁
寧
に
対
応

独
自
の
支
援
も

質
問　

市
に
交
付
さ
れ

る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
」
を
活
用
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
①
雇
い
止
め

や
勤
務
時
間
の
減
少
で
生

活
困
窮
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
国
の
支
援
制
度

が
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方

に
個
別
の
支
援
を
講
じ
る

よ
う
お
願
い
し
た
い
。②

Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
、
自
殺
、

孤
独
死
な
ど
社
会
的
孤
立

が
深
刻
化
す
る
中
、
生
活

支
援
相
談
を
一
層
充
実
し

て
い
た
だ
き
た
い
。③
職

を
失
っ
た
方
々
に

緊
急
雇
用
創
出
事

業
を
実
施
し
て
い

た
だ
き
た
い
。④
国

府
で
支
援
し
き
れ

な
い
中
小
事
業
者

に
支
援
を
お
願
い

し
た
い
が
ど
う
か
。

答
弁

①
複
雑

な
課
題
に
も
重
層

的
な
支
援
体
制
の
整
備
に

よ
り
丁
寧
に
対
応
し
た
い
。

②
現
場
に
一
番
近
い
自
治

体
と
し
て
細
か
な
目
を
配

り
、
必
要
な
支
援
の
手
が

届
く
よ
う
対
応
し
た
い
。

③
離
職
さ
れ
た
方
の
就
労

支
援
に
取
り
組
み
、
雇
用

情
勢
に
注
視
し
必
要
な
支

援
を
検
討
す
る
。④
国
は

50
％
以
上
売
上
が
減
少
し

た
事
業
者
に
、
本
市
は
独

自
に
30
か
ら
50
％
未
満
売

り
上
げ
が
減
少
し
た
事
業

者
に
一
時
支
援
金
の
給
付

を
実
施
す
る
。

代
表
質
問

代
表
質
問

QA

野 瀬 貴 則
新政クラブ議員団

２
０
３
０
年
の
本
市
の

あ
る
べ
き
姿
を
問
う

府
北
部
５
市
２
町
に
よ
る

広
域
連
携
を
進
め
る

質
問　

２
０
３
０
年
に

本
市
の
人
口
は
６
・
８
万

人
と
な
る
。
今
後
も
地
域

を
維
持
す
る
に
は
、
人
口

に
沿
っ
た
適
正
な
規
模
に

ま
ち
を
集
約
さ
せ
、
そ
の

た
め
に
は
市
民
と
共
に
考

え
方
を
変
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
計
画
中
の
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
や
上
下
水

道
サ
ー
ビ
ス
の
広
域
連
携

等
、
行
政
区
域
を
越
え
た

連
携
が
重
要
。
府
北
部
５

市
２
町
の
合
計
人
口
は

27
・
５
万
人
で
東
京
都
目

黒
区
や
大
阪
府
茨
木
市
に

匹
敵
す
る
規
模
と
な
る
。

距
離
に
影
響
し
な
い
事
務

的
な
部
分
か
ら
実
績
を
重

ね
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
た
連
携
が
今
後

の
地
方
都
市
に
必
要
と
考

え
る
。
２
０
３
０
年
の
舞

鶴
の
あ
る
べ
き
姿
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁

５
市
２
町
そ
れ

ぞ
れ
の
強
み
や
個
性
を
生

か
し
て
、
選
択
と
集
中
、

分
担
と
連
携
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
水
平
型
の
連
携
で

相
互
に
補
完
し
、
30
万
人

規
模
の
中
核
都
市
が
備
え

る
高
度
な
専
門
医
療
、
高

等
教
育
機
関
、
地
域
交
通

な
ど
を
確
保
し
、
図
書
館

や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
共
同
利
用
の

ほ
か
、
住
民
生

活
に
必
要
な
行

政
機
能
を
持
続

可
能
に
す
る
広

域
連
携
を
進
め

て
い
く
。

代
表
質
問

A

合計人口27.5万人の京都府北部5市2町

コロナ対策で安心の社会を

手話通訳者・要約筆記者を配置できます
聴覚等に障害のある方が本会議等を傍聴される場合は、事前予約により、手話

通訳者・要約筆記者を配置します。
ご希望の方は、傍聴予定日の７日前の午後５時までに「手話通訳・要約筆記

申込書」に必要事項を記入の上、窓口へ持参、またはメール、FAX、郵送により
ご提出ください。
なお、日程の都合などにより、手話通訳者・要約筆記者が配置

できない場合がありますのでご了承ください。

詳しくはホームページをご覧ください。

詳しいお問い合わせは市議会事務局へ　☎66-1060

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

5 まいづる市議会だよりNo.174

質
代代代
表A

代表質問令和3年3月8日に本会議を開き、4人が代表質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



令和3年 舞鶴市議会3月定例会一般質問 令和3年3月9日、10日

順番

1

質問方式

一問一答 田畑　篤子

2 ２分割 小西　洋一

3 ２分割 高橋　秀策

4 一括 杉島　久敏

一問一答 西村　正之5

一括 上野　修身

一問一答 伊田　悦子

6

一問一答 川口　孝文

7

一括 松田　弘幸

8

一問一答 鴨田　秋津

一括 水嶋　一明

9

一括 石束　悦子

10

一括

一括

尾関　善之

11

小谷　繁雄

12

一括 仲井　玲子

13

一問一答 鯛　　慶一

14

15

16

17 一問一答 伊藤　清美

18 一括 田村　優樹

１ 新型コロナウイルス感染症対応について

２ 医療的ケア児の教育支援について

１ 学校教育の充実について

３ 自治体行政のデジタル化について

１ 教育について

３ 赤れんが周辺等まちづくり事業について

５ 市管理照明灯のＬＥＤ化について

１ 障がい者等への就業支援について

２ 地籍調査について

１ 企業誘致について

２ 複合型ショッピングセンターについて

１ 森林の適正管理について

２ 舞鶴市消防について

１ 子育て支援の充実について

３ ごみ処理手数料の見直しについて

１ 鳥獣被害等について

３ 教育現場の現況等について

５ 不燃ごみ収集について

１ カーボンニュートラルについて

２ 漁業支援について

１ 学校の働き方改革の方向性について

３ 子育て環境の充実について

１ 西市街地の浸水対策等の現状について

２ 東市街地の浸水対策の促進について

１ 高齢者が安心して過ごすための施策について

２ 舞鶴の農業を発展させるための施策について

１ 脱炭素社会について

３ 歴史を活かしたまちづくりについて

１ 防災・減災対策について

２ GIGAスクールの取組について

１ 火災予防について

２ 本市の自殺対策への取組について

１ 公共工事における品質管理について

３ グリーンスローモビリティについて

１ 新型コロナウイルス感染症ワクチン接種について

３ ウズベキスタン人材育成支援について

１ 子どもたちの心の健康について

３ 学校行事について

２ 市の「公共交通政策」について

４ 本市財政について

２ 職員派遣と人事交流について

４ 海軍ゆかりの歴史等を活かしたまちづくりについて

２ 生活保護制度について

４ ジェンダー問題について

２ 舞鶴市安心生活支援システムについて

４ 市の管理河川について

２ 令和の日本型学校教育について

２ 西地区のまちづくりについて

２ 避難所開設について

２ 「みなとオアシス」について

２ HSC（ハイリーセンシティブチャイルド）について

氏　名 質問事項

※質問事項のうち各議員が記述の主な質問・答弁の要旨以外の事項は、ホームページをご覧ください。

※一　　括…質問項目を一括して質問した後、一括して答弁を求める質問の方式
※２ 分 割…質問項目を分野ごとに２回に分けて質問し、その都度答弁を求める質問の方式
※一問一答…質問項目を一問ごとに質問し、その都度答弁を求める質問の方式

6令和3年5月2日

令和3年3月9日 10日

6令和3年5月2日

一般質問令和3年3月9日、10日に本会議を開き、18人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



小 西 洋 一
日本共産党議員団

Ｊ
Ｒ
西
日
本
か
ら

廃
線
の
打
診
は
あ
る
の
か

廃
線
の
打
診
は

受
け
て
い
な
い

質
問　

マ
ス
コ
ミ
報
道

に
よ
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
拡
大
に
伴
う
外

出
・
出
張
の
自
粛
等
で
Ｊ

Ｒ
西
日
本
は
苦
し
い
経
営

が
続
い
て
お
り
、
舞
鶴
の

鉄
道
路
線
が
遅
く
な
い
時

期
に
「
廃
線
」
を
迫
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

不
安
が
市
民
の
中
に
あ
る
。

市
に
対
し
て
Ｊ
Ｒ
西
日
本

か
ら
打
診
は
あ
る
の
か
。

答
弁

本
市
の
高
校
生

や
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
市
民
の
主
要
な

移
動
手
段
と
な
っ
て
い
る

鉄
道
路
線
に
つ
い
て
、Ｊ

Ｒ
西
日
本
か
ら
舞
鶴
線
お

よ
び
小
浜
線
の
廃
線
等
に

係
る
打
診
は
受
け
て
い
な

い
。質

問
「
市
経
済
に
と

っ
て
最
悪
の
緊
急
事
態
」

と
い
わ
れ
る
Ｊ
Ｍ
Ｕ
舞
鶴

事
業
所
の
商
船
部
門
撤
退

や
、
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ

禍
の
下
で
、
市
民
の
暮
ら

し
と
営
業
支
援
を
最
優
先

に
し
、
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク

周
辺
整
備
等
の
大
型
事
業

は
中
止
、
少
な
く
と
も
凍

結
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
は
。

答
弁

日
本
海
側
を
代

表
す
る
一
大
交
流
拠
点
と

し
て
整
備
す
る
こ
と
を
目

指
す
事
業
。
将
来
の
地
域

の
活
性
化
に
と
っ
て
必
要

不
可
欠
の
も
の
と
考
え
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

髙 橋 秀 策
創政クラブ議員団

複
式
学
級
の
解
消

適
正
な
学
校
規
模
は

総
合
的
に
勘
案
し
て

検
討
す
る

質
問　

少
子
化
等
に
伴

い
、
複
式
学
級
に
な
っ
て

い
る
学
校
や
、
１
学
年
で

１
ク
ラ
ス
し
か
な
く
、
学

年
が
上
が
っ
て
も
ク
ラ
ス

替
え
が
で
き
な
い
学
校
が

あ
る
。
現
在
、
吉
原
・
池

内
・
由
良
川
の
各
小
学
校

で
、
複
式
学
級
が
あ
る
が
、

集
団
の
中
で
切
磋
琢
磨
し

て
能
力
を
伸
ば
し
た
り
、

多
様
な
考
え
に
触
れ
、
互

い
を
認
め
合
い
な
が
ら
人

間
関
係
を
築
い
た
り
す
る

た
め
に
は
、
適
正
な
学
校

規
模
で
あ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
。
市
の
考

え
を
問
う
。

答
弁

学
校
の
適
正
規

模
・
適
正
配
置
は
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
検
討
し

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の

成
長
に
と
っ
て
好
ま
し
い

教
育
環
境
を
最
優
先
に
考

え
て
進
め
る
。

質
問　

鎮
守
府
開
庁
の

節
目
を
盛
り
上
げ
、
海
軍

ゆ
か
り
の
歴
史
や
文
化
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

う
べ
き
だ
が
い
か
が
か
。

答
弁

東
郷
平
八
郎
ゆ

か
り
の
銀
杏
の
植
樹
や
日

本
遺
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

海
軍
ゆ
か
り
の
あ
ゆ
み
、

歴
史
・
文
化
、
魅
力
を
市

内
外
の
多
く
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
創

出
し
て
い
く
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

田 畑 篤 子
新政クラブ議員団

医
療
的
ケ
ア
児
の

教
育
支
援
を
問
う

府
立
舞
鶴
支
援
学
校
へ
の

本
市
の
支
援
は
困
難

質
問　

本
市
の
医
療
的

ケ
ア
児
を
取
り
巻
く
制
度

は
整
備
さ
れ
、
変
化
す
る

社
会
情
勢
に
対
応
い
た
だ

い
て
い
る
。
来
年
度
、
就

学
を
迎
え
る
医
療
的
ケ
ア

児
の
ご
家
族
は
、
東
舞
鶴

在
住
で
あ
り
、
京
都
府
立

舞
鶴
支
援
学
校
行
永
分
校

へ
の
通
学
を
希
望
さ
れ
て

い
る
。
自
宅
訪
問
の
授
業

で
は
な
く
通
学
が
希
望
で

あ
る
。
西
舞
鶴
所
在
の
支

援
学
校
本
校
へ
の
通
学
は

遠
く
体
力
的
に
難
し
い
。

行
永
分
校
は
、
自
宅
療
養

児
の
通
学
は
対
象
で

な
い
が
、
本
市
と
し

て
、
希
望
を
叶
え
ら

れ
る
支
援
が
で
き
な

い
か
お
尋
ね
す
る
。

答
弁

主
治
医
と

も
連
携
し
本
人
・
保

護
者
の
教
育
的
ニ
ー

ズ
や
要
望
を
把
握
す

る
中
で
、
本
人
に
最

も
ふ
さ
わ
し
い
環
境
の
学

校
に
就
学
す
る
こ
と
が
適

切
で
あ
る
。
現
行
の
制
度

で
は
在
宅
の
子
ど
も
が
通

学
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

入
学
に
つ
い
て
市
が
支
援

す
る
こ
と
も
難
し
い
。
こ

れ
ま
で
か
ら
支
援
学
校
と

は
教
育
相
談
に
お
い
て
連

携
し
て
き
た
が
、
新
た
に

子
ど
も
支
援
課
に
医
療
的

ケ
ア
児
支
援
担
当
課
長
が

配
置
さ
れ
、
教
育
委
員
会

と
し
て
も
さ
ら
な
る
連
携

強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

A

入学が待ち遠しいな

東郷邸（余部下）

乗って残そう山陰線

暮
ら
し
と
営
業
を

最
優
先
に

市
の
活
性
化
に

と
っ
て
不
可
欠

QQAA

舞
鶴
鎮
守
府
開
庁

１
２
０
年
は

関
係
団
体
と
連
携
・

協
力
す
る

QQAA

7 まいづる市議会だよりNo.174

質 般
一
般A

一般質問令和3年3月9日、10日に本会議を開き、18人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



西 村 正 之

会派に所属しない議員
（３月現在）

複
合
型
商
業
施
設
の

効
果
を
問
う

雇
用
の
創
出
、

交
流
人
口
の
増
加
に
寄
与

質
問

昨
年
２
月
に
オ

ー
プ
ン
し
た
複
合
型
商
業

施
設
６
店
舗
の
開
業
に
よ

り
、
市
民
は
も
と
よ
り
、

周
辺
地
域
か
ら
の
集
客
も

見
込
ま
れ
、
西
地
区
市
街

地
に
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の

場
が
創
出
さ
れ
、
今
後
、

本
市
の
交
流
人
口
の
増
加

に
も
寄
与
す
る
も
の
と
期

待
さ
れ
る
。
加
え
て
、
６

店
舗
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
雇
用
が
生
ま
れ
、
本
市

に
お
け
る
雇
用
の
拡
大
に

も
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考

え
る
。
今
回
の

商
業
施
設
の
立

地
に
伴
い
、
新

た
な
人
の
流
れ

や
、
働
く
場
の

創
出
が
民
間
活

力
の
下
で
行
わ

れ
た
こ
と
に
対

す
る
本
市
の
思

い
に
つ
い
て
問

う
。

答
弁

大
和
紡
績
跡
地

に
開
業
し
た
複
合
型
商
業

施
設
に
つ
い
て
は
、
開
業

以
来
、
市
民
は
も
と
よ
り

京
都
府
北
部
地
域
や
福
井

県
嶺
南
地
域
な
ど
、
周
辺

地
域
か
ら
も
非
常
に
多
く

の
集
客
が
あ
り
、
ま
た
、

各
店
舗
に
お
い
て
多
く
の

雇
用
が
創
出
さ
れ
、
本
市

経
済
の
活
性
化
と
と
も
に
、

新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
場
の

創
出
、
交
流
人
口
の
増
加

に
寄
与
い
た
だ
い
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

上 野 修 身
新政クラブ議員団

森
林
経
営
管
理
制
度
に

お
け
る
進
捗
状
況
は

境
界
の
明
確
化
と

レ
ー
ザ
計
測
業
務
を
行
う

質
問　

我
が
国
の
森
林

の
所
有
は
、
小
規
模
・
分

散
的
で
、
長
期
的
な
林
業

の
低
迷
や
、
森
林
所
有
者

の
世
代
交
代
な
ど
に
よ
り

森
林
へ
の
関
心
が
薄
れ
、

適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
ず
、

災
害
や
地
球
温
暖
化
の
防

止
と
い
っ
た
公
益
的
機
能

の
維
持
に
支
障
が
生
じ
て

い
る
。
加
え
て
、
所
有

者
・
境
界
が
不
明
な
ど
の

課
題
も
あ
り
、
再
開
発
や

公
共
事
業
に
も
大
き
く
影

響
し
て
い
る
。
森
林
経
営

管
理
制
度
が
創
設
さ

れ
て
２
年
が
経
過
し

た
が
、
現
在
の
進
捗

状
況
と
、
所
有
者
不

明
の
森
林
へ
の
対
応

に
つ
い
て
問
う
。

答
弁

市
で
は
今

年
度
か
ら
岡
田
由
里

地
区
と
丸
田
西
地
区

に
お
い
て
事
業
を
進

め
、
境
界
の
明
確
化

と
、
樹
種
や
伐
採
し
た
際

に
収
穫
で
き
る
木
材
量
推

定
の
た
め
、
航
空
レ
ー
ザ

計
測
業
務
を
行
う
予
定
。

所
有
者
不
明
の
森
林
に
つ

い
て
、
森
林
経
営
管
理
制

度
は
、
登
記
・
戸
籍
情
報

か
ら
調
べ
る
が
、
そ
れ
で

も
不
明
の
場
合
に
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
て

公
告
を
行
い
、
申
し
出
が

な
け
れ
ば
都
道
府
県
知
事

の
裁
定
を
経
て
、
森
林
集

積
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

杉 島 久 敏
公明党議員団

在
宅
勤
務
の
活
用
に
よ
る

障
害
者
就
職
支
援

障
害
者
の
就
職
機
会
の

確
保
は
重
要
と
認
識

質
問　

外
出
困
難
な
障

害
の
あ
る
方
も
、
自
宅
に

い
な
が
ら
就
職
を
目
指
し
、

仕
事
に
必
要
な
知
識
や
ス

キ
ル
を
磨
く
在
宅
訓
練
が

利
用
で
き
る
施
設
が
増
え

つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
民
間

に
お
い
て
も
、
障
害
の
あ

る
方
を
対
象
に
テ
レ
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
就
職
支
援

が
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

本
市
で
も
テ
レ
ワ
ー
ク
を

視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み

や
事
業
を
積
極
的
に
進
め
、

創
造
性
や
生
産
性
を
高
め

る
手
段
と
し
て
、
明
確
に

位
置
付
け
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
。
本
市
の
職
員

採
用
に
お
い
て
、
障
害
の

あ
る
方
を
対
象
に
在
宅
勤

務
を
基
本
と
す
る
採
用
枠

を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
を
問
う
。

答
弁

障
害
者
の
就
職

機
会
の
確
保
、
雇
用
の
拡

大
を
図
る
こ
と
は
、
社
会

参
加
、
経
済
的
自
立
を
促

進
す
る
上
で
大
変
重
要
と

認
識
し
て
い
る
。
障
害
者

雇
用
に
お
け
る
在
宅
勤
務

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
遂

行
可
能
な
業
務
選
定
に
課

題
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
可
能
性
に
つ

い
て
、
今
後
、
勉
強
し
て

ま
い
り
た
い
。
障
害
者
の

自
立
と
社
会
参
加
の
促
進

に
一
事
業
所
と
し
て
取
り

組
む
考
え
で
あ
る
。

一
般
質
問

A

車椅子障害者の在宅勤務

複合型商業施設

適切な整備が求められる森林

8令和3年5月2日

質 般
一
般A

8令和3年5月2日

一般質問令和3年3月9日、10日に本会議を開き、18人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



川 口 孝 文
創政クラブ議員団

安
心
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム

設
置
条
件
の
緩
和
を

協
力
員
選
定
と
装
置
設
置
を

同
時
進
行
で
対
応

質
問　

本
市
の
安
心
生

活
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
健

康
に
不
安
が
あ
る
独
居
者

や
、
高
齢
の
独
居
者
に

と
っ
て
、
非
常
に
心
強
い

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
承
知

し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
シ
ス
テ
ム
の
利
用
申

請
時
に
は
、
利
用
者
が
通

報
ボ
タ
ン
を
押
し
た
際
、

利
用
者
宅
に
出
向
き
、
状

況
確
認
を
行
っ
て
も
ら
う

協
力
員
の
選
定
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。
協
力
員
の

選
定
で
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
や
担
当
課
な
ど
関

係
者
が
連
携
し
て
支
援
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、

支
援
シ
ス
テ
ム
が
必
要
な

申
請
者
に
対
し
、「
ま
ず

通
報
装
置
を
設
置
」
し
、

「
並
行
し
て
協
力
員
を
探

す
」
と
い
う
方
策
を
と
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解

を
問
う
。

答
弁

体
調
や
精
神
面

で
の
不
安
を
抱
え
な
が

ら
、
一
人
で
暮
ら
し
て

い
る
高
齢
者
に
と
っ
て
、

相
談
支
援
体
制
を
で
き

る
だ
け
早
期
に
整
え
る

こ
と
は
、
大
変
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
本
人

や
家
族
、
関
係
者
と
共

に
、
協
力
員
を
見
つ
け

る
努
力
を
す
る
一
方
、

同
時
進
行
で
設
置
の
手

続
が
で
き
る
よ
う
対
応

し
て
い
く
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

松 田 弘 幸
公明党議員団

地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る

定
置
網
の
支
援
を

漁
獲
の
効
率
化
を
図
る

ス
マ
ー
ト
漁
業
を
導
入

質
問　

京
都
府
内
の
令

和
２
年
漁
獲
量
は
、
令
和

元
年
よ
り
増
加
し
た
も
の

の
、
生
産
額
は
約
５
億
２

千
万
円
の
減
少
と
な
っ
た
。

漁
獲
量
の
約
８
割
、
生
産

額
の
約
６
割
を
占
め
る
定

置
網
漁
業
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
た
結
果
と
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
の
支
援
や
今
後

の
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁

漁
船
や
漁
網
を

購
入
す
る
際
の
利
子
の
一

部
を
助
成
す
る
ほ
か
、
京

都
府
の
緊
急
支
援
事
業
や

国
の
経
営
継
続
支
援
に
上

乗
せ
す
る
形
で
実
施
。
３

月
下
旬
に
は
、
定
置
網
に

水
温
計
な
ど
の
セ
ン
サ
ー

を
設
置
し
、
漁
獲
の
効
率

化
を
図
る
ス
マ
ー
ト
漁
業

を
導
入
す
る
予
定
。

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
り
、
魚
価
の
低
迷
や
遊

漁
・
旅
館
業
の
休
止
等
に

よ
り
、
大
き
な
影
響
を
受

け
た
地
域
で
、
新
た
に
の

り
養
殖
事
業
に
取
り
組
ま

れ
た
。
こ
れ
ら
に
対
す
る

市
の
支
援
や
考
え
を
問
う
。

答
弁

日
本
海
側
で
唯

一
と
な
る
海
苔
養
殖
で
、

良
質
と
伺
っ
た
。
販
売
方

法
や
Ｐ
Ｒ
手
法
等
の
協
議

を
行
う
中
、
今
後
、

京
都
府
や
京
都
府
漁

業
協
同
組
合
な
ど
関

係
団
体
と
連
携
し
、

支
援
を
行
い
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

伊 田 悦 子
日本共産党議員団

ご
み
処
理
手
数
料
見
直
し

延
期
の
検
討
を

丁
寧
に
説
明
し

理
解
を
得
る

質
問　

ご
み
処
理
手
数

料
に
つ
い
て
は
、
見
直
し

あ
り
き
で
進
め
ら
れ
、
７

月
か
ら
実
施
さ
れ
る
。
現

在
、
自
治
会
代
表
者
対
象

の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、

そ
こ
で
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で

の
値
上
げ
は
市
民
目
線
で

な
い
」「
半
年
は
延
ば
さ

な
い
と
混
乱
が
生
じ
る
」

「
プ
ロ
セ
ス
に
問
題
あ
り
」

等
の
意
見
が
出
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
も
、
見
直
し
は

延
期
す
べ
き
。
い
か
が
か
。

答
弁

市
民
の
将
来
的

負
担
を
減
ら
し
、
今
後
に

備
え
る
取
り
組
み
と
し
て

実
施
す
る
も
の
。
見
直
し

に
至
っ
た
経
過
や
必
要
性
、

手
数
料
算
定
の
考
え
方
等

丁
寧
に
説
明
し
、
理
解
と

協
力
を
お
願
い
す
る
。

質
問　

性
別
等
に
と
ら

わ
れ
ず
、
多
様
な
個
性
が

尊
重
さ
れ
、
一
人
一
人
が

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
し
、
社
会
的
責
任
を
分

か
ち
合
い
、
共
に
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
参
画
で
き
る
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
条
例

を
制
定
す
べ
き
。
い
か
が

か
。答

弁

多
様
な
性
を
認

め
合
え
る
社
会
の
実
現
に

向
け
た
具
体
策
と
し
て
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

は
、
当
事
者
の
抱
え
る
困

難
の
軽
減
に
つ
な
が
る
。

制
度
内
容
を
研
究
す
る
。

A

SDGs（※）5番目の目標

安心生活支援システム緊急通報装置

舞鶴海苔

海
苔
養
殖
事
業
に

支
援
を

関
係
団
体
と

連
携
し
て
支
援

QQAA

ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
の

解
決
策
は

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
研
究

QQAA

※SDGs … 「持続可能な開発目標」。国連サミットにおいて採択された、2030年までに達成するための17の目標

9 まいづる市議会だよりNo.174

質 A

一般質問令和3年3月9日、10日に本会議を開き、18人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



水 嶋 一 明
新政クラブ議員団

高
野
川
等
の
浸
水
対
策
と

進
捗
状
況
を
問
う

補
強
工
事
を
発
注
し

用
地
も
８
割
の
契
約
完
了

質
問　

京
都
府
に
お
い

て
、
高
野
川
の
拡
幅
や
護

岸
工
事
、
そ
れ
に
必
要
な

用
地
取
得
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
現
在
の
進
捗
状

況
等
を
問
う
。
ま
た
、
大

橋
架
け
替
え
に
伴
う
護
岸

補
強
工
事
の
発
注
な
ど
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
架

け
替
え
の
計
画
内
容
を
問

う
。
加
え
て
、
本
市
が
現

在
実
施
す
る
大
手
ポ
ン
プ

場
の
整
備
状
況
や
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
い
る
逆
流
防
止
施
設

の
整
備
状
況
お
よ
び
、

概
ね
50
年
に
１
回
の
洪

水
を
安
全
に
流
下
さ
せ

る
た
め
の
伊
佐
津
川
改

修
工
事
の
整
備
進
捗
状

況
を
問
う
。

答
弁

高
野
川
で
は
、

新
橋
か
ら
新
大
橋
ま
で

の
東
側
護
岸
の
う
ち
、

１
６
０
ｍ
の
工
事
を
発

注
、
用
地
取
得
も
面
積

比
で
約
８
割
の
契
約
が
完

了
。
大
橋
は
、
歩
道
橋
と

し
て
架
け
替
え
る
計
画
を

進
め
て
い
る
。
大
手
ポ
ン

プ
場
は
、
令
和
４
年
度
の

供
用
開
始
を
目
指
し
、
逆

流
防
止
施
設
は
今
年
度
も

10
基
の
整
備
を
進
め
た
。

伊
佐
津
川
の
左
岸
は
、
新

た
に
ブ
ロ
ッ
ク
積
護
岸
が

整
備
さ
れ
、
右
岸
側
で
は
、

既
設
の
護
岸
を
嵩
上
げ
す

る
工
事
が
来
年
度
の
出
水

期
ま
で
に
完
了
予
定
で
あ

る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

石 束 悦 子
日本共産党議員団

高
齢
者
へ
の
負
担
増
反
対

タ
ク
シ
ー
券
拡
充
を

現
行
の
仕
組
み
で

事
業
実
施

質
問　

高
齢
者
が
安
心

し
て
過
ご
せ
る
よ
う
①
国

が
計
画
し
て
い
る
75
歳
以

上
の
医
療
費
窓
口
負
担
１

割
か
ら
２
割
へ
の
引
き
上

げ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
と
重
な
り
受
診
控
え
を

加
速
す
る
も
の
。
撤
回
を

国
に
意
見
表
明
す
べ
き
。

②
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券
補

助
に
つ
い
て
、
交
通
費
負

担
が
大
き
い
遠
隔
地
に
対

す
る
支
援
制
度
を
設
け
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

①
高
額
療
養
費

制
度
や
受
診
抑
制
対
策
の

配
慮
措
置
が
あ
る
。
現
役

世
代
の
負
担
軽
減
の
趣
旨

か
ら
意
見
す
べ
き
と
は
考

え
な
い
が
国
の
動
向
を
注

視
す
る
。②
限
ら
れ
た
財

源
で
あ
る
た
め
、
高
齢
者

外
出
支
援
事
業
は
、
当
面

現
行
の
仕
組
み
で
実
施
。

質
問　

本
市
の
農
家
数

は
10
年
間
で
27
％
も
減
少
。

国
連
が
提
唱
す
る
家
族
農

業
の
進
展
が
大
切
。
農
村

へ
の
移
住
促
進
や
新
規
就

農
者
・
集
落
営
農
へ
の
支

援
、
後
継
者
の
育
成
等
に

よ
り
、
農
業
を
活
性
化
す

べ
き
。
い
か
が
か
。

答
弁

経
営
形
態
に
と

ら
わ
れ
ず
、
商
品
開
発
、

販
路
開
拓
、
経
営
多
角
化

へ
取
り
組
み
、
リ
ー
ダ
ー

育
成
支
援
な
ど
農
業
経
営

の
基
盤
強
化
に
努
め
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

鴨 田 秋 津

会派に所属しない議員
（３月現在）

中
学
校
の
部
活
動
改
革
に

向
け
て
の
準
備
は

検
討
委
員
会
の
設
置
や

人
材
確
保
を
進
め
る

質
問　

国
は
令
和
５
年

度
以
降
、
休
日
の
部
活
動

を
段
階
的
に
地
域
に
移
行

し
て
い
く
方
向
性
を
示
し

て
い
る
。
今
か
ら
準
備
が

必
要
で
あ
り
、
教
育
委
員

会
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

指
導
者
な
ど
と
の
検
討
委

員
会
の
立
ち
上
げ
が
早
急

に
必
要
と
考
え
る
。
ま
た

受
け
皿
と
な
る
地
域
人
材

確
保
の
た
め
、
人
材
バ
ン

ク
制
度
を
設
け
る
べ
き
だ

が
市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

本
市
は
ス
ポ
ー

ツ
庁
の
地
域
部
活
動
推
進

事
業
の
実
践
研
究
地
域
に

応
募
し
、
府
内
唯
一
の
実

践
研
究
市
と
し
て
、
令
和

３
、
４
年
度
と
検
証
す
る
。

そ
の
中
で
検
討
委
員
会
の

設
置
を
考
え
て
い
る
。
ま

た
人
材
バ
ン
ク
の
設
置
に

向
け
て
準
備
を
進
め
る
。

質
問　

法
改
正
に
よ
り

公
立
学
校
教
員
の
残
業
時

間
の
上
限
を
原
則
月
45
時

間
、
年
３
６
０
時
間
と
す

る
規
則
を
本
市
も
定
め
た

が
、
働
き
方
改
革
に
は
つ

な
が
っ
て
い
な
い
。
解
決

し
て
い
く
た
め
に
何
を
実

行
す
る
か
具
体
策
を
問
う
。

答
弁

３
年
度
か
ら
中

学
校
で
は
部
活
含
め
午
後

５
時
に
完
全
下
校
、
小
学

校
で
は
教
科
担
任
制
授
業

の
実
施
な
ど
教
員
の
授
業

準
備
時
間
を
確
保
す
る
。

一
般
質
問

A

教
員
の
働
き
方

改
革
の
策
は

小
中
学
校
と
も
策
を

講
じ
る

QQAA

家
族
農
業
・
集
落
営
農

振
興
を

農
業
経
営
基
盤
強
化
に

努
め
る

QQAA

休日部活動の担い手を

出雲谷橋右岸側の逆流防止施設

舞鶴市の農家戸数の推移

2500

2300

2100

1900

1700

1500

（戸数）

2010年 2015年 2020年

1,702

2,041

2,349

10令和3年5月2日

質 般
一
般A

10令和3年5月2日

一般質問令和3年3月9日、10日に本会議を開き、18人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



小 谷 繁 雄
公明党議員団

自
然
災
害
に
備
え
る

安
全
・
安
心
の
周
知
は

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
を

府
と
連
携
し
て
支
援

質
問　

市
民
が
、
災
害

を
『
わ
が
こ
と
』
と
捉
え
、

地
域
で
策
定
す
る
地
区
防

災
計
画
や
市
民
が
自
ら
の

避
難
行
動
を
事
前
に
決
め

て
お
く
「
マ
イ
・
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
」
の
策
定
が
重
要
。

そ
れ
に
は
、
市
民
に
災
害

事
例
を
示
し
、
防
災
意
識

を
高
め
る
こ
と
が
有
効
で
、

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

活
用
等
が
考
え
ら
れ
る
。

府
と
連
携
し
て
効
率
・
効

果
的
に
進
め
る
こ
と
に
つ

い
て
市
の
考
え
を
問
う
。

答
弁

災
害
時
に
お
け

る
地
域
の
危
険
箇
所
・
避

難
ル
ー
ト
・
行
動
・
備

え
・
心
構
え
に
つ
い
て
、

理
解
を
深
め
る
取
り
組
み

を
進
め
る
。
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
の
策
定
は
、
重
点
的
な

取
り
組
み
と
し
て
自
治
会

な
ど
に
出
向
き
、
有
効
性

を
伝
え
、
京
都
府
と
も
連

携
し
て
積
極
的
に
支
援
す

る
。質

問　

気
象
庁
が
委
嘱

す
る
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
は
、
自
治
体
の
防
災

対
策
を
支
援
す
る
取
り
組

み
で
あ
り
、
地
域
防
災
力

の
向
上
に
つ
な
が
る
人
材

活
用
と
考
え
る
が
、
本
市

の
見
解
を
問
う
。

答
弁

地
元
に
精
通

し
た
気
象
防
災
の
専
門

家
で
あ
り
、
各
地
域
で

の
活
動
事
例
を
参
考
に
、

本
市
で
も
活
躍
の
場
を

検
討
す
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

仲 井 玲 子
会派に所属しない議員

安
心
し
て
生
き
ら
れ
る

社
会
の
実
現
は

心
の
健
康
を
支
援
す
る

環
境
整
備

質
問　

い
じ
め
や
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
よ
り
、
安
心

し
て
社
会
に
所
属
で
き
な

い
人
が
、
外
の
世
界
へ
相

談
に
行
け
る
よ
う
少
し
ず

つ
自
信
を
回
復
す
る
に
は
、

自
己
肯
定
感
を
高
め
る
本

を
自
分
の
テ
リ
ト
リ
ー
の

中
で
自
分
の
ペ
ー
ス
で
読

む
こ
と
が
有
効
な
手
段
の

一
つ
と
考
え
る
。
図
書
館

に
自
殺
対
策
月
間
等
で
特

設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、

本
人
や
周
囲
の
人
に
手
に

取
っ
て
も
ら
い
や
す
く
す

る
の
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
り
孤

独
と
な
っ
て
い
る

高
齢
者
の
方
を
励

ま
す
た
め
に
、
学

校
や
団
体
に
声
掛

け
を
し
て
手
紙
や

は
が
き
を
出
す
の

は
ど
う
か
。

答
弁

昨
年
度
「
舞
鶴

市
い
の
ち
支
え
る
自
殺
対

策
計
画
」
を
策
定
、
自
殺

対
策
や
ひ
き
こ
も
り
支
援

等
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

を
設
置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

自
己
肯
定
感
を
高
め
る
本

と
の
出
会
い
は
自
殺
予
防

に
つ
な
が
る
た
め
、
東
西

図
書
館
に
特
集
コ
ー
ナ
ー

設
置
す
る
な
ど
取
り
組
み

を
進
め
る
。
高
齢
者
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
の
配

布
は
、
従
来
よ
り
敬
老
の

日
な
ど
に
行
っ
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

尾 関 善 之
創政クラブ議員団

歴
史
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
問
う

引
き
続
き
早
期
完
成
に

向
け
取
り
組
む

質
問　

城
下
町
の
歴
史

文
化
遺
産
が
点
在
す
る
周

辺
を
回
遊
で
き
る
歴
史
の

み
ち
の
整
備
に
つ
い
て
、

石
畳
風
の
舗
装
や
歴
代
城

主
の
家
紋
を
施
し
た
街
灯

な
ど
、
完
成
し
た
地
域
は

現
代
的
な
歴
史
を
醸
し
出

し
て
い
る
。
一
日
も
早
い

計
画
路
線
の
完
成
が
待
た

れ
る
が
、
今
後
の
進
め
方

に
つ
い
て
問
う
。

答
弁

歴
史
の
み
ち
整

備
と
併
せ
、
起
点
と
な
る

田
辺
城
址
に
つ
い
て
も
、

未
整
備
で
あ
っ
た
北
側
エ

リ
ア
で
、
園
路
や
城
内
の

冠
木
門
等
の
景
観
整
備
に

取
り
組
み
、
３
月
末
の
完

成
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

水
素
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
家
庭
用
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
や
燃
料
電
池
自
動
車
な

ど
、
す
で
に
実
用
化
さ
れ

て
い
る
。
舞
鶴
市
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を

ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
の
か
を
問
う
。

答
弁

ビ
ジ
ョ
ン
策
定

に
係
る
検
討
委
員
会
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
地
域

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に

お
い
て
、
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
の
創
出
や
燃
料

電
池
自
動
車
の
普
及
な
ど

京
都
府
と
連
携
を
密
に
し
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
。

一
般
質
問

A

整備中の冠木門

気
象
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

活
用
を

活
躍
の
場
を
検
討

QQAA

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
は

脱
炭
素
社
会
に

取
り
組
む

QQAA

地域で取り組む
「マイ・タイムライン」

東図書館

11 まいづる市議会だよりNo.174

質 般
一
般A

一般質問令和3年3月9日、10日に本会議を開き、18人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



伊 藤 清 美
創政クラブ議員団

ワ
ク
チ
ン
接
種
時
、

不
測
の
事
態
の
対
応
は

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き

適
切
に
対
応
す
る

質
問　

ワ
ク
チ
ン
接
種

は
長
期
間
に
及
ぶ
対
応
が

求
め
ら
れ
る
。
そ
の
間
、

自
然
災
害
の
多
い
我
が
国

に
お
い
て
は
、
出
水
時
期

も
重
な
り
、
災
害
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
る
。
事
前
に

あ
ら
ゆ
る
事
態
を
想
定
し

た
備
え
を
講
じ
て
お
く
こ

と
は
、
平
時
に
お
い
て
最

も
重
要
な
こ
と
で
、
円
滑

な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
も
寄

与
す
る
。
集
団
接
種
期
間

中
に
、
不
測
の
事
態
が
発

生
し
た
場
合
の
対
応
に
つ

い
て
本
市
の
考
え
を
問
う
。

答
弁

不
測
の
事
態
に

備
え
た
対
処
を
定
め
て
お

く
こ
と
は
重
要
と
考
え
て

い
る
。
接
種
会
場
に
お
け

る
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
を

想
定
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

き
適
切
に
対
応
す
る
。

質
問　

舞
鶴
西
港
第
２

ふ
頭
の
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル

改
修
工
事
と
ふ
頭
の
老
朽

化
対
策
工
事
が
完
了
間
近

で
あ
る
。
満
を
持
し
て

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
登

録
に
向
け
て
動
き
出
し
た

が
目
指
す
意
義
に
つ
い
て

問
う
。

答
弁

訪
れ
た
方
の
み

な
ら
ず
、
み
な
と
の
魅
力

を
全
国
に
発
信
す
る
と
と

も
に
、
み
な
と
か
ら
市
内

へ
の
回
遊
を
促
進
し
、
商

店
街
等
ま
ち
な
か
の
に
ぎ

わ
い
を
創
出
し
て
い
く
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

田 村 優 樹

会派に所属しない議員
（３月現在）

Ｈ
Ｓ
Ｃ
の
理
解
促
進
と

支
援
体
制
を
問
う

全
教
職
員
の
共
通
理
解

学
校
教
育
全
般
で
支
援

質
問

Ｈ
Ｓ
Ｃ（
ハ
イ

リ
ー
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
チ
ャ

イ
ル
ド
）
は
、「
ひ
と
い
ち

ば
い
敏
感
な
子
」
と
訳
さ

れ
、
生
ま
れ
つ
き
感
受
性

が
豊
か
で
、
他
人
の
気
持

ち
に
よ
く
気
が
付
く
一
方
、

周
囲
の
刺
激
に
敏
感
で
傷

つ
き
や
す
い
特
徴
が
あ
り
、

「
臆
病
な
子
」「
我
慢
で
き

な
い
子
」
と
い
っ
た
偏
見

の
眼
差
し
に
苦
し
ん
で
い

る
。
私
は
、
人
の
気
持
ち

に
と
て
も
敏
感
で
、
共
感

力
が
高
く
、
場
の
空
気
を

感
じ
取
っ
た
り
物
事

を
深
く
読
み
取
っ
た

り
す
る
長
所
と
も
い

う
べ
き
特
徴
が
世
間

で
よ
く
理
解
さ
れ
て

い
な
い
状
況
や
、
社

会
に
溶
け
込
め
ず
そ

の
才
能
が
開
花
さ
れ

に
く
い
状
況
は
問
題

視
す
べ
き
で
、
広
く

理
解
を
求
め
る
行
動

が
必
要
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
問
う
。

答
弁

全
教
職
員
が
Ｈ

Ｓ
Ｃ
の
特
徴
、
刺
激
に
対

し
て
敏
感
で
あ
っ
た
り
、

自
己
肯
定
感
が
育
ち
に
く

い
こ
と
を
共
通
理
解
し
、

目
の
前
に
具
体
的
な
目
標

を
持
た
せ
、
丁
寧
に
声
掛

け
を
す
る
な
ど
、
個
々
の

成
長
を
認
め
る
接
し
方
を

大
切
に
、
将
来
社
会
で
自

立
的
に
生
き
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
学
校
教
育
全

般
に
わ
た
り
支
援
す
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

鯛 　 慶 一
新政クラブ議員団

中
舞
鶴
に
新
た
な

公
共
交
通
の
推
進
を

必
要
な
施
策
や
関
係
機
関
と
の

調
整
を
行
う

質
問　

地
域
の
高
齢
化

が
進
み
、
自
動
車
運
転
免

許
証
を
返
納
さ
れ
た
方
が
、

徒
歩
で
バ
ス
停
へ
行
く
こ

と
も
困
難
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ

ビ
リ
テ
ィ
は
移
動
手
段
の

一
つ
で
、
地
域
が
抱
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
交
通
課
題
の

解
決
と
、
地
域
で
の
低
炭

素
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入

を
同
時
に
進
め
ら
れ
る
。

こ
の
移
動
手
段
を
活
用
し
、

バ
ス
停
ま
で
の
送
迎
を
地

域
で
支
え
ら
れ
な
い
か
と

い
う
機
運
が
出
て
き
て
い

る
。
多
く
の
規
制
や
課
題

が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
が
、
市
と
し
て
、
こ

の
よ
う
な
地
域
の
取
り
組

み
に
対
し
、
支
援
等
を
検

討
し
て
い
た
だ
け
な
い
か

を
問
う
。

答
弁

さ
ま
ざ
ま
な
立

場
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
、

実
現
に
向
け
て
将
来
を
見

通
し
た
持
続
可
能
な
運
営

体
制
等
の
仕
組
み
づ
く
り

に
つ
い
て
協
議
い
た
だ

く
中
で
、
合
意
形
成
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。
ま
た
交
通
事
業

者
と
の
調
整
や
法
規
制

等
で
ク
リ
ア
す
べ
き
課

題
等
も
あ
る
と
思
わ
れ
、

市
と
し
て
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
対
話
を
重

ね
る
中
、
必
要
な
施
策

や
関
係
機
関
と
の
調
整

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

A

み
な
と
オ
ア
シ
ス

登
録
の
意
義

ま
ち
な
か
の

に
ぎ
わ
い
を
創
出

QQAA

この車両が走る社会を地域でつくろう

安全・安心なワクチン接種を
目指して

ハイリーセンシティブチャイルド

12令和3年5月2日

質 般
一
般A

12令和3年5月2日

一般質問令和3年3月9日、10日に本会議を開き、18人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



の
５
分
の
１
が
地
方
負
担

と
な
り
、
そ
の
３
分
の
１

が
市
の
負
担
。
１
店
舗
１

日
当
た
り
４
千
円
が
市
の

負
担
と
な
る
。

令
和
２
年
度
舞
鶴
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
10

号
）
に
賛
成
す
る
。

　

早
急
な
審
議
が
必
要
と

さ
れ
る
事
業
で
、
補
正
総

額
５
億
７
８
１
９
万
円
の

増
額
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
新
型
コ
ロ
ナ
関

連
の
国
に
よ
る
補
助
・
交

付
金
で
対
応
さ
れ
て
い

る
。
主
な
事
業
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

関
わ
る
事
業
で
あ
る
が
、

令
和
２
年
12
月
補
正
予
算

か
ら
計
画
的
に
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
係
る
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
判
断
し

高
く
評
価
す
る
。
土
木
費

で
は
、
昨
年
９
月
か
ら
通

行
止
め
と
な
っ
て
い
る
舞

鶴
ク
レ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に

つ
い
て
、
支
承
部
の
破
損

原
因
と
今
後
の
復
旧
方
法

が
専
門
家
会
議
で
確
立
さ

れ
た
。
全
国
的
に
も
事
例

が
少
な
く
対
応
が
困
難
と

思
わ
れ
た
中
、
し
っ
か
り

と
国
の
補
助
金
を
確
保

し
、
早
期
に
復
旧
工
事
を

計
画
さ
れ
た
こ
と
に
、
感

謝
と
敬
意
を
表
す
る
。
本

年
10
月
末
の
工
事
完
了
を

目
指
さ
れ
、
地
元
住
民
や

企
業
に
と
っ
て
明
る
い
情

報
で
あ
る
が
、
復
旧
工
事

に
際
し
、
事
故
等
が
発
生

し
な
い
よ
う
、
十
分
な
安

全
管
理
を
お
願
い
す
る
。

令
和
２
年
度
舞
鶴
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
10

号
）
に
賛
成
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
関
わ
る
２
件
の
補

正
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
一
日
も
早
い
収
束
が

求
め
ら
れ
る
中
で
の
事

業
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
安

全
に
実
施
す
る
た
め
に
開

設
さ
れ
る
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
市
民
か

ら
の
相
談
や
不
安
に
、
丁

寧
な
対
応
を
お
願
い
す

る
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
緊
急
事
態

措
置
協
力
金
市
町
村
負
担

金
」
は
、
時
短
要
請
に
伴

う
協
力
金
の
市
町
村
負
担

分
。
要
請
に
応
じ
れ
ば
一

日
当
た
り
６
万
円
の
協
力

金
と
な
っ
て
い
る
。
政
府

の
時
短
要
請
に
よ
っ
て
つ

ぶ
れ
る
店
を
出
さ
な
い
た

め
に
も
、
事
業
規
模
に
応

じ
た
支
援
と
、
持
続
化
給

付
金
の
再
給
付
を
国
に
求

め
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
事
業
継
続

一
時
支
援
金
給
付
事
業

費
」
は
国
の
支
援
金
の
対

象
外
と
な
っ
た
事
業
所
を

救
う
も
の
で
、
市
の
独
自

支
援
。
感
染
予
防
対
策
の

充
実
、
暮
ら
し
生
業
支
援

で
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
支
援
策
強
化
を
要
望
す

る
。令

和
２
年
度
舞
鶴
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
10

号
）
に
賛
成
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保

事
業
費
と
し
て
、
速
や
か

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
行
え

る
よ
う
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
の
開
設
、
接
種
管
理

シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
接
種

券
等
個
人
通
知
の
郵
送
な

ど
、
必
要
な
体
制
整
備
に

関
す
る
事
業
費
を
計
上
。

国
が
示
す
優
先
接
種
対
象

者
の
安
全
か
つ
円
滑
な
接

種
体
制
を
望
む
も
の
で
あ

り
賛
成
す
る
。
な
お
、
本

接
種
事
業
は
長
期
間
に
わ

た
る
こ
と
で
梅
雨
の
蒸
し

暑
い
時
期
や
台
風
の
襲
来

等
さ
ま
ざ
ま
な
事
態
が
予

想
さ
れ
る
。
接
種
を
円
滑

に
進
め
る
こ
と
は
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
不
測
の
事

態
に
備
え
る
こ
と
も
必
要

で
あ
り
、
万
全
な
体
制
の

構
築
を
要
望
す
る
。
土
木

費
で
は
、
橋
り
ょ
う
長
寿

命
化
事
業
と
し
て
舞
鶴
ク

レ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
復
旧
に

係
る
事
業
費
を
増
額
し
て

補
修
工
事
の
早
期
完
成
を

目
指
す
も
の
で
あ
り
賛
成

す
る
。
通
行
止
め
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
地
元
住
民
を

は
じ
め
関
係
者
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
お
り
、
早

期
復
旧
を
お
願
い
す
る
。

Ｑ

教
職
員
の
研
修
支
援

に
係
る
も
の
で
新
年
度
当

初
予
算
と
の
違
い
は
。

Ａ　
当
初
予
算
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
て
の

指
導
力
向
上
な
ど
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
に
特
化
し
た
研
修
経
費
。

今
回
の
補
正
は
、
そ
れ
以

外
に
コ
ロ
ナ
感
染
症
で
中

止
に
な
っ
た
研
修
に
代
わ

る
自
主
的
な
研
修
参
加
費

を
補
助
す
る
も
の
。

Ｑ

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
証
明
書
の
発
行

は
あ
る
の
か
。

Ａ　
接
種
後
、
会
場
に
て

証
明
書
を
発
行
す
る
予
定
。

Ｑ　
本
市
の
協
力
金
支
給

の
該
当
件
数
お
よ
び
財
政

負
担
の
割
合
は
。

Ａ　
時
短
要
請
に
応
じ
、

対
象
と
な
る
の
は
市
内
６

１
５
店
舗
。
支
援
金
の
財

政
負
担
の
割
合
は
、
全
体

予
算
決
算
委
員
会
の
主
な

審
査
内
容
（
２
月
24
日
分
）

学
校
施
設
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
経
費

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
緊
急
事
態
措
置

協
力
金
市
町
村
負
担
金

Ｑ　
奨
励
金
の
上
乗
せ
分

は
、
ど
の
よ
う
に
算
定
す

る
の
か
。

Ａ　
令
和
２
年
度
に
お
け

る
各
施
設
の
収
支
を
確
認

し
、
赤
字
と
な
っ
た
場
合

に
お
い
て
、
収
支
の
差
額

に
よ
り
設
定
す
る
階
層
別

の
区
分
に
基
づ
い
た
一
定

額
を
支
給
す
る
予
定
と
し

て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
指
定
管
理
施
設

持
続
化
応
援
奨
励
金

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
10
号
）

クレインブリッジの
早期復旧工事を評価

眞 下 隆 史
新政クラブ議員団

討論討論

誰一人取り残さない
市独自支援の強化を

伊 田 悦 子
日本共産党議員団

討論討論

ワクチン接種体制の
整備を評価

伊 藤 清 美
創政クラブ議員団

討論討論

13 まいづる市議会だよりNo.174

Ｑに初Ａレ指

常任委員会の審査報告令和3年2月24日の本会議初日において、新型コロナ対策関連など、
早期対応が必要な議案について、即日審議し、討論を行いました。

Ｑ
決内

学
校

ル
ス 和正

Ｑ

委員会の審査
討　論

予
算
決

審
査
内

令
和

補
正

（2/24）

予審予審

査報告
討　論（2/24）

（2/24）



令
和
２
年
度
舞
鶴
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
10

号
）
に
賛
成
す
る
。

　

本
予
算
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

関
連
予
算
な
ど
で
あ
る

が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

は
、
い
ま
だ
先
の
見
通
せ

な
い
コ
ロ
ナ
禍
収
束
へ
の

決
め
手
と
な
る
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
い
ち
早
く
「
安
全

で
円
滑
」
に
実
施
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
。
接
種

会
場
ま
で
の
交
通
手
段
が

な
い
人
の
た
め
に
、
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
な
ど
に
よ

る
送
迎
を
実
施
し
、
多
く

の
市
民
に
接
種
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
。

ま
た
、
現
在
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
向
け
て
概
要
を
掲
載

さ
れ
、
市
民
へ
の
周
知
を

図
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
評

価
す
る
。
橋
り
ょ
う
長
寿

命
化
事
業
費
で
は
、
支
承

の
損
傷
が
発
見
さ
れ
、
全

面
通
行
止
め
と
な
っ
て
い

る
舞
鶴
ク
レ
イ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
の
復
旧
工
法
が
決
定
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
補
修

を
進
め
る
予
算
で
あ
る
。

こ
れ
ら
予
算
は
早
期
執
行

の
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら

賛
成
す
る
。

令
和
２
年
度
舞
鶴
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
10

号
）
に
賛
成
す
る
。

　

衛
生
費
で
は
、
長
期
に

わ
た
る
感
染
拡
大
で
、
医

療
だ
け
で
な
く
経
済
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
つ
い
て
、
安
全

で
円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
実
現
に
向
け
た
体
制
づ

く
り
と
準
備
の
事
業
で
あ

り
高
く
評
価
す
る
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
努
力
義
務
で

あ
る
が
、
有
効
性
が
期
待

で
き
る
た
め
丁
寧
な
説
明

を
行
い
、
接
種
し
た
人
と

し
な
い
人
と
の
間
に
緊
張

感
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
配
慮
を
お
願
い
す

る
。
商
工
費
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
事
業
継
続
一
時

支
援
金
給
付
事
業
費
は
、

緊
急
事
態
宣
言
に
伴
い
、

事
業
に
影
響
を
受
け
た
小

規
模
・
個
人
事
業
主
を
支

援
す
る
も
の
で
、
国
の
支

援
を
補
う
も
の
と
し
て
評

価
し
、
賛
成
す
る
。
経
済

産
業
省
の
支
援
事
業
に
関

し
て
は
、
申
告
漏
れ
の
方

が
な
い
よ
う
広
報
を
お
願

い
す
る
。
土
木
費
の
舞
鶴

ク
レ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
復

旧
工
事
に
つ
い
て
は
、
一

日
も
早
い
復
旧
を
お
願
い

し
、
賛
成
す
る
。

安全で円滑なワクチン
接種の実施に期待

松 田 弘 幸
公明党議員団

ワクチン接種体制の
整備を評価

仲 井 玲 子
会派に所属しない議員

討論討論

Ｑ

事
業
の
内
容
は
。
ま

た
、
必
要
経
費
は
ど
う
す

る
の
か

Ａ　
オ
ム
ロ
ン
ソ
ー
シ
ア

ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱

か
ら
リ
ー
ス
を
受
け
る
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
設
備
や
太
陽
光

発
電
設
備
等
を
体
育
館
に

設
置
し
、
発
電
状
況
等
を

表
示
す
る
Ｅ
Ｍ
Ｓ
モ
ニ
タ

ー
を
使
っ
て
、
環
境
学
習

等
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

も
の
。
リ
ー
ス
料
は
、
設

備
導
入
に
よ
り
削
減
で
き

る
電
気
料
金
（
年
間
約
３

６
０
万
円
）
を
充
て
る
。

Ｑ

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
事

業
費
補
助
金
も
同
様
だ
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら

大
き
な
減
額
。
苦
労
が
多

か
っ
た
も
の
と
感
じ
る
が

総
括
は

Ａ　
イ
ベ
ン
ト
が
軒
並
み

中
止
と
な
り
、
今
後
も
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続

く
と
思
わ
れ
る
が
、
イ
ベ

ン
ト
時
の
感
染
症
対
策
等

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き

た
い
。
大
河
ド
ラ
マ
活
用

ま
ち
な
か
回
遊
事
業
に
つ

い
て
は
、
市
内
観
光
施
設

の
ほ
と
ん
ど
が
、
来
場
者

が
前
年
の
半
分
と
な
っ
た

中
、
田
辺
城
資
料
館
は
前

年
の
１
２
０
％
と
な
る
な

ど
、
一
定
手
応
え
が
あ
っ

た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

予
算
決
算
委
員
会
の
主
な
審
査
内
容

文
化
公
園
体
育
館
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
実
装
事
業
費

（
債
務
負
担
行
為
）

大
河
ド
ラ
マ
活
用

ま
ち
な
か
回
遊
事
業
費

Ｑ　
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の

整
備
を
目
的
と
し
て
い
る

が
、
通
常
業
務
に
お
い
て

も
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
も

の
か

Ａ　
出
張
時
な
ど
に
も
活

用
で
き
る
ほ
か
、
今
後
の

さ
ま
ざ
ま
な
事
務
の
さ
ら

な
る
デ
ジ
タ
ル
化
に
備
え

る
意
味
で
も
有
効
で
あ
る

と
考
え
る
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
11
号
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
市
役
所
機
能

強
化
事
業
費

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
12
号
）

Ｑ　
卒
業
生
は
在
留
資
格

を
得
る
こ
と
が
可
能
か

Ａ　
本
事
業
は
、
舞
鶴
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
福
祉
専
門
学

校
へ
の
留
学
生
を
対
象
と

し
た
本
市
独
自
の
支
援
策
。

卒
業
後
、
介
護
福
祉
士
の

資
格
を
取
得
す
れ
ば
、
最

長
５
年
の
在
留
資
格
を
得

る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

更
新
回
数
の
制
限
は
な
い
。

Ｑ
「
ま
な
び
あ
む
」
で
の

交
流
促
進
事
業
の
内
容
は
。

ま
た
、
当
該
事
業
費
補
助

金
の
使
途
は

Ａ　
高
等
教
育
機
関
と
の

連
携
に
よ
る
学
生
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
研
修

や
企
業
等
の
研
修
合
宿
で

の
利
用
促
進
等
を
想
定
し

て
い
る
。
補
助
金
は
、
４

階
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
活

用
し
た
事
業
に
必
要
な
設

備
機
器
の
導
入
等
に
対
し

て
交
付
す
る
。

地
域
資
源
を
活
か
し
た

多
世
代
交
流
促
進
事
業
費

外
国
人
介
護
人
材
確
保

支
援
事
業
費

令
和
３
年
度

一
般
会
計
予
算

14令和3年5月2日

安全で円滑なワクチン

常任委員会の審査報告
令和3年2月24日の本会議初日において、新型コロナ対策関連など、早期対応が必要な議案について、即日審議し、討論を行いました。

本会議において付託された議案は、福祉健康委員会6件、市民文教委員会2件、産業建設委員会5件、
総務消防委員会6件、予算決算委員会14件であり、それぞれの委員会で審査しました。

令和3令和3

常任委員会
討　論

143年 月2日 143年5月2日

会の審査報告
討　論（2/24）



　

市
民
の
施
設
利
用
機
会

の
確
保
の
た
め
、
市
外
居

住
者
の
入
館
料
を
有
料
と

す
る
も
の
。

Ｑ

令
和
元
年
度
の
施
設

利
用
者
数
に
占
め
る
市
外

居
住
者
の
割
合
は
。
ま
た
、

そ
の
利
用
料
を
０
歳
か
ら

大
人
ま
で
、
一
律
２
０
０

円
と
す
る
根
拠
は

Ａ

年
間
利
用
者
数
６
万

２
２
５
０
人
の
う
ち
市
外

居
住
者
は
１
万
７
２
３
４

人
で
、
全
体
の
約
28
％
。

利
用
料
に
つ
い
て
は
、
総

事
業
費
を
利
用
者
数
で

割
っ
た
、
一
人
当
た
り
の

コ
ス
ト
が
約
７
０
０
円
と

な
る
の
で
、
こ
れ
に
人
件

費
を
除
い
た
管
理
経
費
の

割
合
（
約
30
％
）
を
掛
け

て
算
出
し
た
。
大
人
の
み

に
負
担
が
偏
ら
な
い
よ
う
、

一
律
２
０
０
円
と
す
る
。

　

介
護
保
険
事
業
計
画
の

見
直
し
に
伴
い
、
令
和
３

年
度
か
ら
５
年
度
ま
で
の

各
年
度
に
お
け
る
65
歳
以

上
の
被
保
険
者
の
保
険
料

率
を
定
め
る
等
の
改
正
を

行
う
も
の
。

Ｑ

第
８
期
介
護
保
険
料

改
定
に
よ
る
影
響
は

Ａ

第
７
期
と
同
額
の
場

合
、
収
入
が
不
足
し
、
第

９
期
の
引
き
上
げ
幅
が
大

き
く
な
り
す
ぎ
る
こ
と
か

ら
第
８
期
介
護
保
険
料
を

引
き
上
げ
る
。
た
だ
し
、

第
１
段
階
か
ら
第
３
段
階

に
つ
い
て
は
軽
減
措
置
を

継
続
す
る
。

福
祉
健
康
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

産
業
建
設
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

電
源
立
地
地
域
対
策

基
金
条
例
の
一
部
改
正

市
民
文
教
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

子
育
て
交
流
施
設
条
例
の

一
部
改
正

　

電
源
立
地
地
域
対
策
交

付
金
を
公
共
用
施
設
に
係

る
整
備
等
の
た
め
の
措
置

に
要
す
る
経
費
財
源
に
充

て
る
た
め
、
基
金
の
設
置

目
的
を
改
め
る
も
の
。

Ｑ

本
交
付
金
の
具
体
的

な
使
途
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か

Ａ

保
育
士
の
処
遇
改
善

事
業
な
ど
、
幅
広
い
事
業

に
充
当
。
今
後
は
、
学
校

施
設
の
長
寿
命
化
な
ど
を

予
定
し
、
財
政
負
担
の
平

準
化
等
を
目
的
に
基
金
化

も
含
め
て
計
画
的
に
執
行

す
る
。

火
災
予
防
条
例
の

一
部
改
正

　

電
気
自
動
車
等
の
バ
ッ

テ
リ
ー
を
短
時
間
で
充
電

す
る
急
速
充
電
設
備
に
つ

い
て
、
出
力
の
大
き
な
設

備
の
需
要
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
国
の
基
準
に

お
い
て
全
出
力
の
上
限
が

拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

設
備
の
位
置
、
構
造
及
び

管
理
に
関
す
る
基
準
等
を

改
正
す
る
も
の
。

Ｑ

現
在
、
市
内
で
該
当

す
る
設
備
が
あ
る
の
か
。

ま
た
、
新
規
設
置
の
相
談

等
が
あ
る
の
か

Ａ

従
前
は
届
出
義
務
が

な
く
、
正
確
な
数
は
把
握

で
き
て
い
な
い
が
、
カ
ー

デ
ィ
ー
ラ
ー
等
に
設
置
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
後

の
設
置
に
関
す
る
具
体
的

な
相
談
等
は
な
い
。

ふ
る
さ
と
応
援
基
金

条
例
の
一
部
改
正

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
利
用

拡
大
等
に
伴
い
、
今
後
、

寄
附
金
を
さ
ら
に
有
効
活

用
す
る
た
め
の
改
正
を
行

う
も
の
。

滞
在
型
農
林
業
体
験

実
習
施
設
条
例
の
廃
止

　

老
朽
化
に
伴
い
当
該
施

設
を
廃
止
す
る
も
の
。

Ｑ

廃
止
に
伴
う
代
替
施

設
の
設
置
予
定
は

Ａ

当
該
施
設
と
目
的
が

同
じ
移
住
定
住
促
進
施
策

を
充
実
さ
せ
て
お
り
、
今

後
は
そ
れ
ら
に
よ
る
就
農

支
援
を
展
開
し
て
い
く
。

総
務
消
防
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

常
任
委
員
会
の
主
な
審
査
内
容

常
任
委
員
会
の
主
な
審
査
内
容

委員会審査の様子

Ｑ

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

国
際
交
流
事
業
の
実
施
の

見
込
み
は

Ａ　
人
的
往
来
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
出
入
国
制
限

の
関
係
か
ら
困
難
な
状
況

に
あ
る
が
、
改
善
さ
れ
れ

ば
事
業
を
推
進
し
た
い
考

え
。
ま
た
、
往
来
の
み
で

な
く
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

交
流
な
ど
、
手
法
に
工
夫

を
凝
ら
し
、
事
業
の
実
施

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ

パ
ー
ク
＆
レ
ー
ル
事

業
を
含
む
市
営
駐
車
場
利

用
の
補
助
が
な
く
な
っ
て

い
る
の
は
な
ぜ
か

Ａ　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、

利
用
者
が
減
少
し
て
る
中

で
、
見
直
し
に
つ
い
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
判

断
し
、
令
和
３
年
度
は
、

補
助
金
と
し
て
支
出
し
な

い
こ
と
と
し
た
。
パ
ー
ク

＆
レ
ー
ル
事
業
自
体
は
、

引
き
続
き
実
施
さ
れ
る
。

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
事
業
費
補
助
金

国
際
交
流
活
動
推
進
費

Ｑ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
デ
ー
タ
活

用
に
よ
る
事
務
処
理
の
効

率
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

利
便
性
向
上
策
の
検
討
に

際
し
て
助
言
を
得
る
外
部

人
材
の
具
体
的
な
想
定
は

Ａ　
総
務
省
が
認
定
す
る

「
地
域
情
報
化
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
か
ら
助
言
を
得
る

予
定
と
し
て
い
る
。

行
財
政
改
革
推
進
経
費

Ｑ　
対
象
と
な
る
市
内
小

規
模
事
業
者
の
数
は
ど
の

程
度
見
込
ん
で
い
る
か

Ａ　
条
件
と
し
て
い
る
30

か
ら
50
％
の
売
り
上
げ
減

少
に
該
当
す
る
市
内
事
業

者
を
３
０
０
件
と
見
込
み
、

予
算
と
し
て
は
、
３
０
０

件
中
、
法
人
を
１
８
０
件
、

個
人
を
１
２
０
件
計
上
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
事
業
継
続

一
時
支
援
金
給
付
事
業

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

委員会審査の様子

15 まいづる市議会だよりNo.174

Ｑ国
際

見
込

Ａは
、

の
関

に
あ

ば
事

え
。 国

常任委員会の審査報告本会議において付託された議案は、福祉健康委員会6件、市民文教委員会2件、産業建設委員会5件、
総務消防委員会6件、予算決算委員会14件であり、それぞれの委員会で審査しました。



全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
と

の
闘
い
が
続
く
現
在
、
令

和
３
年
度
市
税
収
入
の
減

少
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

地
方
交
付
税
の
増
額
対
応

も
な
く
厳
し
さ
を
感
じ
て

い
る
。
そ
こ
で
本
市
は
、

地
方
債
で
あ
り
な
が
ら
、

の
ち
に
交
付
税
措
置
が
な

さ
れ
る
「
臨
時
財
政
対
策

債
」
の
増
額
で
対
応
し
、

実
質
的
な
地
方
交
付
税
額

を
前
年
度
比
３
億
９
９
０

０
万
円
の
増
額
と
、
必
要

な
財
源
を
確
保
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
高
く
評
価
す

る
。
移
住
定
住
の
推
進
で

は
、
都
会
で
暮
ら
す
コ
ロ

ナ
禍
で
人
生
設
計
・
働
き

方
を
模
索
中
の
人
々
を
、

舞
鶴
市
へ
と
導
く
積
極
的

な
施
策
展
開
な
ど
、
コ
ロ

ナ
ピ
ン
チ
を
人
口
維
持
・

増
加
の
チ
ャ
ン
ス
に
変
え

得
る
取
り
組
み
で
あ
る
と

期
待
す
る
。
ご
み
処
理
手

数
料
の
改
定
は
、
一
人
当

た
り
の
ご
み
排
出
量
削
減

が
目
的
と
い
う
こ
と
を
全

員
で
理
解
し
取
り
組

む
事
業
と
考
え
る
。

全
体
と
し
て
、
社
会

情
勢
を
見
据
え
た
施

策
、
自
然
災
害
に
備

え
た
施
策
、
将
来
に

わ
た
り
持
続
可
能
で

夢
あ
る
舞
鶴
市
を
目

指
し
、
積
極
的
な
施

策
が
提
案
さ
れ
て
お

り
賛
成
す
る
。

提
案
さ
れ
た
議
案
の
う

ち
、
５
議
案
に
反
対
。
残

る
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

市
民
に
と
っ
て
最
も
身

近
な
地
方
自
治
体
の
役
割

は
、
住
民
福
祉
の
機
関
と

し
て
存
在
し
、
市
民
の
厳

し
い
生
活
実
態
に
寄
り
添

い
支
援
す
る
こ
と
。
こ
の

立
場
で
審
査
。
令
和
３
年

度
一
般
会
計
予
算
は
、
次

の
事
業
に
関
わ
る

も
の
と
し
て
反

対
。
①「
赤
れ
ん
が

周
辺
等
ま
ち
づ
く

り
事
業
」
を
積
極

的
に
進
め
る
。
②

地
元
負
担
も
明
ら

か
で
な
く
計
画
も

な
い
「
整
備
新
幹

線
誘
致
推
進
事

業
」。
③
市
民
に
新

た
な
１
億
円
の
負
担
を
押

し
つ
け
る
「
ご
み
処
理
手

数
料
の
見
直
し
」
が
７
月

か
ら
開
始
。
④
消
防
の
連

携
・
強
力
、
広
域
化
を
見

据
え
た
「
京
都
府
中
・
北

部
地
域
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
」。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
・

介
護
保
険
事
業
・
後
期
高

齢
者
医
療
事
業
の
３
会
計

は
、
市
の
努
力
で
市
民
負

担
の
軽
減
を
求
め
反
対
。

　

介
護
保
険
条
例
は
、
第

８
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
に
基
づ
き
、
65
歳
以
上

の
１
号
被
保
険
者
の
保
険

料
が
１
億
２
４
３
１
万
円

の
負
担
増
と
な
る
提
案
で

「
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
」

と
の
状
況
か
ら
反
対
。

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

充
当
率
や
交
付
税
措
置

が
よ
り
有
利
な
地
方
債
の

活
用
や
補
助
率
の
高
い
国

府
の
補
助
金
、
ふ
る
さ
と

納
税
等
財
源
の
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
各
部
の

自
主
性
と
創
意
工
夫
が
み

ら
れ
る
枠
配
分
方
式
に
よ

る
歳
出
の
効
率
化
を
図
ら

れ
た
こ
と
を
評
価
。
ま

た
、
第
７
次
舞
鶴
市
総
合

計
画
に
沿
う
「
心
豊
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」

「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」、
そ
し
て
「
Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
た
心
が
通
う
便
利

で
豊
か
な
田
舎
暮
ら
し
」

の
実
現
を
推
し
進
め
る
予

算
で
あ
り
、
高
く
評
価
す

る
。

　

本
市
に
は
、
国
防
の
拠

点
で
あ
る
海
上
自
衛
隊
、

海
の
安
全
の
拠
点
で
あ
る

第
八
管
区
海
上
保
安
本
部

な
ど
、
日
本
に
と
っ
て
も

大
切
な
地
域
で
あ
る
。
ま

た
新
幹
線
の
整
備
は
、
太

平
洋
側
に
お
け
る
大
規
模

災
害
時
の
リ
ダ
ン
ダ
ン

シ
ー
が
確
保
さ
れ
る
等
国

益
に
も
な
る
。
少
子
高
齢

化
が
進
む
本
市
に
と
っ

て
、
起
爆
剤
の
新
幹
線

は
、
必
ず
ま
ち
の
発
展
に

つ
な
が
る
。
次
世
代
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
北

部
５
市
２
町
の
将
来
の
た

め
に
も
ぜ
ひ
新
幹
線
を
わ

が
ま
ち
に
。

たくさんの移住者募集中

安心して利用できる介護保険制度へ

新幹線

新
幹
線
を
ぜ
ひ
舞
鶴
に

コロナ禍で市税減収も
財源確保を評価

眞 下 隆 史
新政クラブ議員団

求められるのは
暮らし応援の支援策

伊 田 悦 子
日本共産党議員団

討論討論

心豊かに暮らせる
まちづくり

高 橋 秀 策
創政クラブ議員団

討論討論

※リダンダンシー … 災害時など交通やライフライン等の重要な機能が消失することを想定し、多重化など予備の手段を確保しておくこと

※

16令和3年5月2日

市税減収も

16令和3年5月2日

討　論令和3年3月26日の最終本会議において、提案された議案に対して討論をしました。



全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

令
和
３
年
度
予
算
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
懸
念

し
た
が
市
税
収
入
は
１
％

減
で
収
ま
り
、
前
年
度
以

上
の
予
算
を
確
保
し
た
こ

と
を
評
価
す
る
。
一
方
、

予
算
に
大
型
事
業
の
占
め

る
割
合
が
大
き
い
こ
と
、

交
付
税
措
置
は
あ
る
が

地
方
債
の
増
加
で
公
債

費
が
増
額
し
て
い
る
こ

と
を
懸
念
す
る
。
舞
鶴

版Society5.0

と
移
住

定
住
の
取
り
組
み
は
成

果
と
定
着
を
。
保
育

所
・
認
定
こ
ど
も
園
の

運
営
で
は
待
機
児
童
の

発
生
で
子
育
て
の
不
安

要
素
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
保
育
士
の
確
保
に
一

層
の
努
力
を
。
教
育
は

不
登
校
支
援
で
児
童
生
徒

に
寄
り
添
い
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
で
教
育
環

境
の
充
実
を
。「
ま
な
び

あ
む
」
は
民
間
活
力
導
入

の
事
業
者
選
定
を
評
価
。

ご
み
処
理
手
数
料
見
直
し

は
市
民
へ
の
理
解
に
丁
寧

な
対
応
を
。
浸
水
対
策
・

防
災
減
災
は
東
地
区
に
対

す
る
宅
地
か
さ
上
げ
助
成

と
農
村
地
域
の
た
め
池
対

策
を
評
価
。
地
域
医
療
は

麻
酔
診
療
セ
ン
タ
ー
の
設

置
を
評
価
。
京
都
舞
鶴
港

の
国
際
ふ
頭
は
２
バ
ー
ス

目
の
整
備
と
第
２
期
整
備

を
評
価
す
る
。

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

令
和
３
年
度
の
各
予
算

編
成
で
は
、「
Ｉ
Ｔ
を
活

用
し
た
心
が
通
う
便
利
な

田
舎
暮
ら
し
」
の
実
現
を

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の

挑
戦
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
実
現
の
た
め

舞
鶴
版Society5.0 for 

SD
Gs

の
推
進
、
な
ら
び

に
３
つ
の
柱
か
ら

ま
ち
づ
く
り
戦
略

が
示
さ
れ
た
。Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
推
進
で
は
、

赤
れ
ん
が
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

の
推
進
な
ど
が
予

算
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
に

よ
る
と
、
舞
鶴
版

Society5.0 for 

SD
Gs

を
知
っ
て
い
ま
す

か
と
の
問
い
に
、
約
９
割

が
内
容
を
知
ら
な
い
と
い

う
結
果
が
出
て
い
る
。
市

政
の
テ
ー
マ
の
根
本
に
関

わ
る
取
り
組
み
が
市
民
に

浸
透
し
て
い
な
い
事
実
で

あ
る
。
併
せ
て
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
市
民
が
わ

が
ま
ち
に
感
じ
て
い
る
魅

力
に
「
豊
か
な
自
然
」
を

一
番
に
挙
げ
て
い
る
。
自

然
を
守
り
、
そ
こ
に
住
む

人
々
の
満
足
度
を
向
上
さ

せ
、
生
か
し
て
い
く
こ
と

が
持
続
可
能
な
舞
鶴
で
は

な
い
か
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
踏
ま
え
た
、
今
後
の

取
り
組
み
を
注
視
す
る
。アンケート結果から分かる認知度の低さ

予算編成を評価
保育士確保に努力を

上 羽 和 幸
公明党議員団

市の主要施策が市民に
認知されていない

鴨 田 秋 津

会派に所属しない議員
（３月現在）

討論討論

　

本
会
議
の
映
像
を
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
や
Ｐ
Ｃ
な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
く
た
め

に
、
動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
舞
鶴
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

　「市民に開かれた議会」に向けた取り組み
として、市議会公式Facebookにて、議会
活動に関する様々な情報を掲載しています。
多くの「いいね！」をお待ちしております。

URL：https://www.facebook.com/maizurushigikai.kyoto

Facebookページ名：「舞鶴市議会」

公式Facebookの紹介

舞鶴市議会 検索

うみべのもり保育所

※舞鶴版Society5.0 for SDGs … SDGsを目的にAIやICT等の先進技術を活用し「ヒト、モノ、情報、あらゆる資源がつながる“未来の舞鶴”」を
                                                  創造する取り組み

※

※

（3）舞鶴市の施策について
問10 あなたは、舞鶴市が行っているSociety5.0やSDGsの取り組みを

知っていますか？（1つだけ）

「言葉も内容も知らない」の割合が59.9%と最も高く、次いで「言葉は知っているが、
内容は知らない」の割合が27.9%となっています。

言葉と内容の両方とも
知っている
9.0%

言葉は知っているが、
内容は知らない
27.9%言葉も内容も知らない

59.9%

無回答 3.3%

17 まいづる市議会だよりNo.174

を評価

討　論令和3年3月26日の最終本会議において、提案された議案に対して討論をしました。
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令和3年2月24日および3月26日の本会議での議案採決の結果は次のとおりです。この採決は、「押しボタン式投票」で行ったものです。
この結果は、舞鶴市議会のホームページでも公表しております。

全会一致で可決した条例議案
● 市長及び副市長の給与に関する条例及び教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例制定について
● 火災予防条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例制定について
● ふるさと応援基金条例の一部を改正する条例制定について
● 電源立地地域対策基金条例の一部を改正する条例制定について
● 地区計画区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例制定について
● 新型コロナウイルス感染症緊急特別対策利子補給金基金条例の一部を改正する条例制定について
● 滞在型農林業体験実習施設条例を廃止する条例制定について
● 国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について
● 指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例制定について
● 指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防
　のための効果的な支援の方法等に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例制定について
● 指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に
　関する基準等を定める条例の一部を改正する条例制定について
● 指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例制定について
● 人権教育・啓発推進計画審議会条例制定について
● 子育て交流施設条例の一部を改正する条例制定について

全会一致で承認・可決したその他の議案
● 専決処分の承認を求めることについて(工事請負契約の変更)
● 辺地に係る公共的施設総合整備計画の変更について
● 市道路線の変更について

固定資産評価員の選任
新任：沼　田　行　博　氏

固定資産評価審査委員会委員の選任
再任：松　岡　良　啓　氏

【議決結果】 可…可決、否…否決、同…同意、承…承認、認…認定、可認…認定及び可決、採…採択、不…不採択
【賛否】 ○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥、棄…棄権

田

畑

篤

子

新　

政

仲

井

玲

子

野

瀬

貴

則

新　

政

眞

下

隆

史

新　

政

水

嶋

一

明

新　

政

伊

藤

清

美

創　

政

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

議
決
を
し
た
日

尾

関

善

之

創　

政

川

口

孝

文

創　

政

肝

付

隆

治

創　

政

高

橋

秀

策

創　

政

谷

川

眞

司

創　

政

山  

本  

治
兵
衛

創　

政

上

羽

和

幸

公　

明

小

谷

繁

雄

公　

明

杉

島

久

敏

公　

明

松

田

弘

幸

公　

明

石

束

悦

子

共　

産

伊

田

悦

子

共　

産

小

杉

悦

子

共　

産

小

西

洋

一

共　

産

鴨

田

秋

津

無
会
派

田

村

優

樹

無
会
派

西

村

正

之

無
会
派

無
会
派

3月26日

3月26日

3月26日

3月26日

3月26日

3月26日

3月26日

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

○

×

×

×

×

×

×

○

×

×

×

×

×

×

○

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

 ☆舞鶴市議会の議員定数は26人です。
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全会一致で可決した予算議案
● 令和3年度水道事業会計予算
● 令和3年下水道事業会計予算
● 令和3年度病院事業会計予算
● 令和3年度貯木事業会計予算
● 令和3年度駐車場事業会計予算
● 令和2年度一般会計補正予算(第10号)
● 令和2年度一般会計補正予算(第11号)
● 令和2年度国民健康保険事業会計補正予算(第4号)
● 令和2年度駐車場事業会計補正予算(第1号)
● 令和2年度一般会計補正予算(第12号)
● 令和3年度一般会計補正予算(第1号)

全会一致で同意した人事議案
● 副市長の選任について
● 監査委員の選任について
● 固定資産評価員の選任について
● 固定資産評価審査委員会委員の選任について

全会一致で可決した議員提出議案
● 新型コロナウイルスワクチン接種及び経済復興等に係る意見書

副市長の選任
新任：沼　田　行　博　氏

教育長の任命
再任：奥　水　孝　志　氏

監査委員の選任
再任：瀬　野　淳　郎　氏

出
席
者
数

議員名等（会派内は五十音順）

令和3年度一般会計予算

令和3年度国民健康保険事業会計予算

令和3年度介護保険事業会計予算

令和3年度後期高齢者医療事業会計予算

介護保険条例の一部を改正する条例制定について

教育長の任命について

国へ「中学校も含めた義務教育における３０人以下学級を早急にすすめる意見書」の
提出を求める請願

議　 案　 名　 等

市  

長  

提  

出  

議  

案

請願

26

26

25

26

26

26

26

25

25

25

25

25

25

25

21

21

21

21

21

21

7

4

4

4

4

4

4

18

0

0

0

0

0

0

0

可

可

可

可

可

同

不

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

投
票
者
総
数

賛

成

反

対

棄

権

議
決
結
果

今

西

克

己

新　

政

上

野

修

身

新　

政

鯛       

慶

一

新　

政

賛否が分かれた議案

【会派】新政…新政クラブ議員団、創政…創政クラブ議員団、公明…公明党議員団、共産…日本共産党議員団、無会派…会派に所属しない議員
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３
月
定
例
会
で
議
員
発
議
し

可
決
し
た
意
見
書
の
要
旨
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
及
び
経
済
復
興
等
に

係
る
意
見
書
（
抜
粋
）

　

昨
年
に
続
く
２
回
目
の
緊
急

事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
完
全
な
終
息
に
は
、
感
染
拡

大
防
止
に
対
す
る
国
民
の
理
解

と
速
や
か
な
全
国
民
へ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
各
自

治
体
に
お
い
て
は
、
国
や
都
道

府
県
か
ら
の
情
報
を
元
に
接
種

体
制
の
構
築
を
最
優
先
の
取
り

組
み
と
し
て
全
力
で
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

一
方
、
緊
急
事
態
宣
言
が
長

期
間
に
わ
た
り
発
令
さ
れ
た
中

で
、
地
域
経
済
へ
の
影
響
は
大

き
く
、
飲
食
業
、
観
光
業
、
交

通
事
業
者
の
み
な
ら
ず
、
一
次

産
業
か
ら
三
次
産
業
ま
で
幅
広

い
業
種
の
事
業
者
に
と
っ
て
厳

し
い
状
況
が
続
き
、
廃
業
を
選

択
す
る
中
小
事
業
者
も
多
く
現

れ
て
い
る
。

　

安
心
安
全
な
日
常
生
活
を
早

期
に
取
り
戻
す
た
め
、
検
査
体

制
を
含
む
感
染
防
止
対
策
の
さ

ら
な
る
充
実
、
全
国
民
へ
の
安

全
か
つ
円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接

種
、
速
や
か
な
経
済
復
興
施
策

の
実
施
に
係
る
次
の
事
項
に
つ

い
て
、
強
く
要
望
す
る
。

１　

国
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン
の
早

期
確
保
に
つ
い
て

２　

自
治
体
と
の
円
滑
な
情
報

共
有
に
つ
い
て

３　

国
民
へ
の
情
報
周
知
に
つ

い
て

４　

国
負
担
に
よ
る
接
種
お
よ

び
自
治
体
へ
の
財
政
措
置
に

つ
い
て

５　

変
異
株
の
感
染
拡
大
に
対

す
る
措
置
に
つ
い
て

６　

中
小
企
業
や
個
人
事
業
者

等
へ
の
融
資
・
支
援
制
度
等

の
充
実
、
継
続
的
な
経
済
対

策
に
つ
い
て

７　

緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
直

接
的
な
協
力
金
等
の
制
度
の

充
実
に
つ
い
て

８　

公
共
交
通
へ
の
継
続
的
な

支
援
に
つ
い
て

９　

国
際
貿
易
港
に
お
け
る
感

染
症
水
際
対
策
強
化
に
つ
い

て
10　

感
染
症
対
策
、
経
済
対
策

等
を
行
い
厳
し
い
自
治
体
へ

の
財
政
支
援
措
置
に
つ
い
て

国
に
対
す
る
意
見
書

３
月
18
日
、「
市
内
造
船
事
業

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」

を
開
催
。ジ
ャ
パ
ン
マ
リ
ン
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
株
式
会
社
舞
鶴
事

業
所
管
理
部
長
を
参
考
人
と
し

て
招
致
し
、現
在
の
状
況
な
ど

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
の

          

活
動
報
告

市
内
造
船
事
業
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

参考人からの説明

月定例会 定6月定例会予定6月定例会予定6月定例会予定

※一般質問が15日に終了する場合は、16日の本会議は
　開催されません。
※予定は変更することがあります。

本会議（開会・提案説明）
請願受理締切
本会議（一般質問）
本会議（一般質問、議案質疑）
（本会議（一般質問、議案質疑）予備日）
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会
本会議（委員長報告・質疑・討論・採決・閉会）

6 月
2日（水）
9日（水）
14日（月）
15日（火）
16日（水）
18日（金）
21日（月）
24日（木）
29日（火）

　
　
　

舞
鶴
市
議
会
で
は
、

毎
月
１
回
、Ｆ
Ｍ
ま
い
づ
る

の
「
な
な
こ
ち
ゃ
っ
た
ラ
ジ

オ
」（
午
後
３
時
か
ら
、
再

放
送
は
午
後
９
時
か
ら
）
に

議
員
が
出
演
し
て
い
ま
す
。

　

定
例
会
の
報
告
を
は
じ

め
、
議
会
の
仕
組
み
や
議
員

の
活
動
に
つ
い
て
も
話
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
聴
き

く
だ
さ
い
。

「
定
例
会
の
案
内
、
議
案
紹
介
、
審
査
報
告
」

「
常
任
委
員
会
視
察
報
告
」

「
本
会
議
や
委
員
会
の
傍
聴
に
つ
い
て
」

「
議
場
の
中
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
」

「
舞
鶴
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
紹
介
」

「
行
政
視
察
の
受
入
状
況
に
つ
い
て
」　

な
ど

過去の放送内容について
詳しくは、ホームページから
ご覧いただけます。

≪今後の放送予定≫
5月28日（金）
放送テーマ：「オンライン会議の実施に向けた取組」ほか

6月25日（金）
放送テーマ：「６月定例会主な議案紹介」ほか

20令和3年5月2日

可の▽チ係事新の大とチえ治府体組る期でき

20令和3年5月2日

意見書・特別委員会の活動報告・６月定例会の予定


